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≪編集後記≫
【ふらふら所長の周辺探検　第 11 回】前回の

前編に続いて御茶ノ水のアイコン「ニコライ堂」
の後編である。信者ガイドの方が説明してくれ
た、この教会の歴史は、まさにロシアと日本の関
係に翻弄された激動の歴史だった。まず設立の経
緯からみていこう。大方の方が予想されるよう
に、この教会の愛称「ニコライ堂」は、教会設立
に尽力したロシア人ニコライに因んでいる。明治
維新の 10 年前、1858 年に日露修好通商条約が調
印されて、日本とロシアの間に正式な外交関係が
樹立されると、函館に駐日ロシア領事館が開設さ
れた。この時に赴任した初代に替わる司祭の公募
がロシア国内であった。修道司祭ニコライ、本名
イオアン・デミトリヴィチ・カサートキンは、ロ
シア最西部、現在のスモレンスク州の出身で、サ
ンクトペテルブルクの神学大学に通っていたが、
この公募を見て来日を決意した。ニコライは、艦
長ゴロウニン著『日本俘虜実記』を読んで日本に
興味を持ち、かねてから希望の海外伝道の赴任地
として日本を選んだ。単身、馬車でシベリアを横
断し、軍艦で 1861 年函館に赴任する。日本語の
習得、日本文化の学習に熱心で、同志社の創立
者・新島襄も米国に留学する前に、ニコライに日
本語を教えていたという。

1869 年、布教の実績を積んだニコライはロシ

アに戻り、有力者に精力的に働きかけて日本伝道
会社（宣教団）を設立し、その社長として再び日
本に赴任し、東京の神田駿河台に拠点を移す。東
京復活大聖堂（ニコライ堂）が起工されたのは、
それから 12 年後の 1884 年だった。

1891 年の竣工後、現在に至る 130 余年の歴史
を簡単に振り返れば、危機が 4 回あったという。
第 1 の危機は日露戦争である。教会・信徒はロ
シア側のスパイ「露探」と誹謗弾圧された。ニコ
ライは多くのロシア人が帰国する中で、キリスト
者として中立を守り、残留を選んでいる。第 2
の危機はロシア革命で、本国での宗教弾圧ととも
に海外への献金禁止でロシアからの支援が途絶し
財政危機に瀕し、さらにそれから 6 年後に起き
た関東大震災による被災が第 3 の危機となった。
第 4 の危機は第 2 次世界大戦で、当局による宗
教統制により教会も厳しい弾圧を受け、府主教は
特高による拘留後に死亡している。

信者ガイドの方は触れなかったが、おそらく現
在のロシアによる不当なウクライナ侵攻は、ニコ
ライ堂にとっても第 5 の危機だろう。しかし、ニ
コライ堂を通じて改めて認識したのは、ロシアと
日本の人々の間の深い、長い関係だった。現政権
の横暴とこれまでに培われた繋がりはしっかり分
けて考えるべきである。� （土屋）
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